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【小学生の部】

優秀賞（１０点） 双葉小４年 出村　一貴

花川南小３年 竹下　木乃香

花川南小５年 小畠　里桜

紅南小１年 ぬまはた　ゆずき

紅南小６年 葛西　颯太

花川小４年 平田　麗音

花川小４年 島谷　樹

花川小５年 丸山　沙彩

南線小５年 和島　乃愛

八幡小３年 工藤 まりん

佳作（２０点） 石狩小４年 林咲名

生振小３年 城越　希月

花川小６年 加藤　大雅

花川小４年 阿部美唯奈

花川小５年 中野稀々香

花川小４年 山口幸人

花川小５年 西村　一石

花川小３年 髙井　結衣

南線小３年 越田紗來

南線小３年 佐々木悠斗

南線小４年 斎藤　由朗

南線小４年 種村　風香

南線小６年 鎌田　桐士

緑苑台小５年 及川　七虹

緑苑台小６年 中山　智拓

緑苑台小６年 松村　音希

紅南小４年 山田　あかり

紅南小６年 佐藤　匠

双葉小２年 北の　まほ

聚富小３年 西川姫香

努力賞（３点） 厚田小６年 原あずみ

望来小４年 向井愛梨

浜益小５年 笹湊翔

はまなすとゆかいなうみとおはなしだ

　　　　　　　　　　◆第１３回こども俳句コンテスト入選作品◆

セミの声小さな森にこだまする

夕やけが早くおかえりいってるよ

セミなけば防風林がパラダイス

みみずはねつちのえいようふやすんだ

春祭り後のしずけさ風の音

夏の空果てなき海の風の音

ママがオニプールでぐるぐるおにごっこ

空にまでひまわり高く育ちゆく

はまなすの香りただよう散歩道

見上げればさくらトンネルどこまでも

夏はいい自転車だしてとしょかんへ

かき氷かぞくでたべるえがおのひ

騎馬戦で流したあせとなみだある

鳥の声春の始まり聞こえたよ

新学期あの子と一緒のクラスかな

夏の山自然と風のミュージアム

落ち葉踏むさみしい風が身に染みる

なつやすみかぞくみんなでやきにくだ

こいのぼり風にゆられてわらってる

夏休み父といっしょに遊んだよ

川入り流されちゃったサングラス

雪の上あしあとあるようさぎさん

潮風の海のたそがれさけのむれ

はまなすが風にゆられて笑ってる

青空に緑広がる石狩市

花火はね心一つにしてくれる

運動会限界越えて燃え尽きる

おってくるモンシロチョウのはれすがた

たうえではしりもちついたどろまみれ

空高く大輪の花花火かな

運動会勝っても負けてもなみだあり

浜益の潮風ふいて夏が来た



【中学生の部】　

優秀賞（１０点） 樽川中３年 松村　悠叶

樽川中３年 高関　優月

樽川中３年 峯本　千寧

樽川中３年 鈴木　琴音

花川中１年 髙見　栞菜

花川中２年 諏訪　温志

花川中３年 橋場　妃花

花川南中３年 源　優月

厚田中３年 佐藤　穂乃花

厚田中３年 山内　朋香

佳作（20点） 石狩中３年 大嶋　海成

 石狩中３年 菅野　翔哉

 花川中１年 林　琴心

 花川中１年 松岡　創太

 花川中１年 高橋　陸

 花川中１年 今村　莉子

 花川中１年 酒井　天冴

 花川中２年 前田　雪雛

 花川中３年 前田　舞樹

 花川中３年 佐々木　蓮

 花川北中２年 平泉　勇翔

 花川北中３年 秋田谷菜摘

 花川南中３年 井村　光我

 花川南中３年 柴田　玲緒

 樽川中３年 石井　陽琉

樽川中３年 福川　璃々花

 樽川中３年 植村　凜

 厚田中３年 三枝　義豊

 厚田中３年 早坂　敬人

浜益中３年 阿岸潤一朗

 

努力賞（1点） 聚富中３年 阿部汐莉

朧月無言で私に問いかける

海底のごとく静かな月の夜

蝸牛君ならできる日本旅

「いってきます」郵便受けにかたつむり

伝えよう線香花火が落ちたとき

流れ星夜空をとおる新かんせん。

空見上げ響く太鼓よ夏祭り

夏祭りフィルター越しの君の顔

友と旅心春めく恋みくじ

飛んでいけ笑顔が写るシャボン玉

蒲公英の生命力に背を押され

努力して汗と涙の銀メダル

体育祭日々のきずなが本気出す

夏の夜大輪の花宇宙飛行

公園のつくしの笑い聞こえけり

炎天下みとれた日のまる僕の汗

通学路こどもみまもる案山子たち

森の中蛍と風が会話する

さようなら海にうつりし大夕焼

夏の暮夕日が映る凪の海

流れ星願いを聞いて消えていく

夏大会なみだで終わったユニフォーム

黒板のチョークの粉は春の雲

大阪城大きな石に蟻歩く

大阪城春の大空貫けり

逃水は遠くに映るかがみかな

炎天に負けずに燃えるバチの音

海の家香るソ－スや海開き

あい風が潮の香運ぶわが街に

思い出を洗い流した夏の雨

夕焼の空かけるのはあいかぜか


